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　平成 26 年度から 5 か年計画にて「名古屋市 2 万人会員増強運動
が実施されましたが、その結果についてお伝えしたいと思います。
　クラブ数については、平成 26 年 4 月１日現在では 1,620 クラブで
したが平成 31 年 4 月 1日現在で
は 1,280 クラブ、340 クラブの減
でした。会員数も 89,335 人から
56,029人と22,306人の減となっ
てしまいました。

名古屋市2万人会員増強運動

 月日（曜日） 行　事　名 場　所

9月20日㈮ 全国一斉社会奉仕の日 市内全域

10月8日㈫ なごやかクラブ研修会 市公会堂

10月16日㈬ JASS くらぶとの交流交歓事業史跡散策（港区） 南陽のふるさとめぐり

10月31日㈭ グラウンド・ゴルフ個人戦大会 瑞穂レクリエーション広場
11月9日㈯
～12日㈫ 全国健康福祉祭和歌山大会 和歌山県

11月12日㈫ JASS くらぶとの交流交歓事業史跡散策（港区） 百曲街道と観音堂めぐり

11月15日㈮ 健康づくりウォーキング大会 東山公園1万歩コース

11月19日㈫ 市老連女性リーダー研修会 名古屋市総合社会福祉会館
11月26日㈫
～27日㈬ 全国老人クラブ大会 埼玉県

12月4日㈬ シニアスポーツリーダー研修会 東スポーツセンター

12月10日㈫ JASS くらぶとの交流交歓事業史跡散策（港区） 区中央部の寺社めぐり

12月12日㈭
～13日㈮ 全老連「高齢者の健康づくり・生活支援セミナー」 全国社会福祉協議会

12月20日㈮ 市老連「一斉社会奉仕の日」 市内全域

1月15日㈬ JASS くらぶとの交流交歓事業史跡散策（港区） 名古屋港と築地周辺史跡めぐり

＊「史跡散策」の申し込みについては、各区老連事務局（区役所福祉課内＝3 面掲載の
　お問い合わせ先）へおたずねください。
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参加者募集！
第12 回 市老連健康づくり
ウォーキング大会

参加費
無料

と　き：令和元年 11月 15 日㈮
ところ： 東山公園１万歩コース内
　　　　の約 3.7 ㎞のコース

※参加申し込み：各区老人クラブ連合会
　（区役所福祉課内＝☎ 3 面参照）に
　お申し込みください。

第20 回 世代間交流スポーツ大会
　子ども会と老人クラブがスポーツをとおして交流を深め、
ニュースポーツの普及を図る、世代間交流スポーツ大会が 6
月 15 日中村スポーツセンターにて開催されました。20 回目
となる今回は中村区内の小学生 48 名と、市内の老人クラブ
会員 48 名が、カローリング競技を一緒に楽しみました。
　最初に日本カローリング協会、鈴木インストラクターによる
競技の説明と練習を行ってから、16 レーンに分かれ子ども会
と老人クラブのチームが 2 試合ずつ対戦しました。
　1 試合 6 イニング制でイニングごとの得点はキャプテンによ
る最後の投球が終わるまでどちらに入るかがわからないため、
あちらこちらで歓声や溜息がでて、白熱した試合が繰り広げ
られ、子ども会チームが勝ったレーンからは大歓声があがり
ました。
　最後に、子ども会、老人クラブそれぞれ 2 試合の合計得
点の上位 3 チームが表彰され、
10 位のチームにラッキー賞が
贈られました。
　老人クラブの優勝は名東区、
準優勝は中区、第 3 位は北区
のチームでした。

◆名古屋市２万人会員増強運動を終えて

◆市老連会員加入状況
基準日 クラブ数 会員数（人） 加入率（％） 備　考

S55.1.1 1,931 116,635 50.8 最高加入率
H 7.1.1 2,198 130,826 32.8 最多クラブ数・会員数
H16.4.1 2,010 117,575 22.2
H26.4.1 1,620 78,335 11.8 2万人会員増強運動開始
H31.4.1 1,280 56,029 8.1 2万人会員増強運動終了

※加入率…60 歳以上人口に占める老人クラブ会員の割合

 運動期間の翌年度に表彰されます区老連特別賞については、5 年
間該当がありませんでした。単位老人クラブ特別賞（会員が 5 人以
上増えたクラブ）は、平成 27 年度 91クラブ、平成 28 年度 81ク
ラブ、平成 29 年度 69 クラブ、平成 30 年度 59 クラブ、平成 31
年度 48 クラブでした。
　多くのクラブが会員増強に励みましたが、残念ながら会員の減
少を食い止めることはできませんでした。様々な解散の理由があり
ますが、主な解散の理由は、会長の後継者不足が大きな割合を占
めていました。


